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研究成果の概要（和文）：家庭内で行われる養育行動は，主に母親に焦点をあて，多くの研究が進められてき
た。しかし，人間は母親以外の個体も子どもの養育に参加する。これまでの研究では，母親以外の養育の担い手
が行う子どもの養育が，その子どもの社会情緒的な特徴に対しどのような影響を与えうるか，定量的な分析から
明らかにしたものが少なかった。そこで本研究は双生児の子どもを育てる家庭に対し短期縦断調査を実施し，特
に父親による養育が子どもの社会情緒的な特徴にどのように影響するのかを検討した。その結果，父親による養
育は環境要因として子どもの社会情緒的な特徴に正の影響を与えうることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Previous research on parenting behaviors has mainly focused on maternal 
parenting. Although mothers are the primary parents, fathers and other caregivers can also play an 
important role in parenting. Because the findings on parenting by fathers and other caregivers have 
been lacking, quantitative empirical research investigating this issue is strongly needed. 
Therefore, the present study conducted short-term two-wave longitudinal research using a sample 
including twins and their parents. The results showed that paternal parenting behaviors are 
significantly positively associated with children's socio-emotional competence via environmental 
factors. 

研究分野：発達心理学

キーワード： 双生児　児童期　青年期　養育行動　社会情緒的コンピテンス　非認知能力　父親　進化心理学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果は，父親による養育の子どもの社会情緒的な特徴に対する正の効果を実証的に示したものであり，
得られた知見は新規性のあるものであった。また，得られた知見は，今後の父親の子育てへの積極的な参加を促
す際のエビデンスとして利用することができるだろう。わが国では他の先進諸国と比して父親の子育てへの参加
が乏しく，社会問題となっている。本研究知見は，父親の子育てが「役に立つ」ということを示すものであり，
現に子育てをしている家庭にとっては育児の分担に対してポジティブなメッセージとなるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年，発達心理学や家族心理学の領域ではヒトの進化という見地からの解釈が重要視され 

(Buss & Penke, 2015; Salmon & Shackelford, 2011)，「家族」のもつ機能性について注目が集まって

いる。ヒトの家族は他の群居性の霊長類と異なり，父親による養育や祖父母などによる代理養育 

(アロペアレンティング) を特徴とした協力システムの形態をとり，この家族という形態こそが，

子どもの社会情緒的発達を促す「巣」として機能する (Flinn & Ward, 2005)。特に祖父母による

養育は，孫と遺伝子を平均 25%共有しているため，孫への養育投資を行うことで包括適応度を高

める (Greve & Bjorklund, 2009; O’Connell et al., 1999)。これらの進化生態学・人類学の研究から，

ヒトの進化プロセスにおいて母親以外の養育が維持されてきた究極的な要因が考察されてきた。 

しかし心理学の分野では，家族内の母親の機能に関する実証的研究は豊富に存在するが，父親

や祖父母の養育行動に関する知見は圧倒的に不足している (Lamb & Lewis, 2011)。さらに，養育

行動という子孫への投資はその内実が十分に議論されていない。より具体的に養育行動を見る

と，投資するもの (金銭・時間・情緒的サポートなど) や投資先が多次元的である (安藤, 2016)。

ゆえに，母親以外の養育者による養育行動が，具体的にどのように行われ，かつその養育行動が

家族内の子どもに対しどのような影響を与えるのか，実証的に検討する必要がある。 

 

 

２．研究の目的 

本研究では，上述の背景を踏まえ，児童期・青年期のふたごの子どもを持つ家庭に着目し，母

親以外の養育の担い手である父親による養育行動の機能性を，家族単位の調査によって明らか

にすることを試みた。 

児童期・青年期は，ヒトの生活史において長い時間を占める期間であり，この長期化した「子

どもの期間」は，他の動物種と異なるヒト特有の生活史の特徴の一つである。長い児童期・青年

期は，個体に対し学習の機会を提供し，複雑な社会の中で生きながらえ，子孫を設けることを可

能にした。ゆえに，この発達段階は社会の中で「うまくやっていく」ための社会情緒的なコンピ

テンスの獲得が重要な課題となる。そしてその社会情緒的コンピテンスは，家族という「巣」の

中で養育を受けることで育まれると考えられる (Flinn & Ward, 2005)。そこで本研究は，特に児

童期・青年期の子どもに焦点をあてた検討を行うこととした。 

養育行動の効果を検討する際，一般的な単胎児のみの分析では遺伝的要因の交絡による擬似

的な効果である可能性を否定できない。この問題を解決できるのは，双生児法をはじめとした行

動遺伝学研究である (安藤, 2014)。行動遺伝学研究は，人格や知能，社会的態度，価値観といっ

た，人やその他の動物の心や行動に関わる形質の個人差に対する，遺伝と環境の影響を明らかに

する研究手法である。特に双生児のデータを利用する双生児法は，一卵性双生児と二卵性双生児

の遺伝的要因の共有度の差異を用いることで，心や行動の様々な個人差に関わる遺伝的要因と

環境的要因の構造を明らかにしてきた。本研究では，児童期・青年期の双生児の子どもを持つ家

庭に焦点をあて，双生児家庭を対象とした調査を行うことで，養育者の養育行動が社会情緒的コ

ンピテンスに以下に影響しうるのかを，行動遺伝学的手法により明らかにすることを試みた。 

 

 

３．研究の方法 

(1) 調査方法 

 慶應義塾ふたご行動発達研究センターの首都圏ふたごプロジェクト  (ToTCoP: Ando et al., 

2019) に登録されている双生児とその保護者 (父親・母親) を対象とした家族単位の郵送による

質問紙調査 (学力と生きる力のふたご家族調査: https://www.kts.keio.ac.jp/totcop) を実施した。調

査は 2017 年度末と 2019 年度末に，2 年間の間隔をあけ 2 度行われた。 

調査時点ごとに，調査票の送付と回収は以下の流れで行われた。まず，調査に先立ち調査参加

への可否を尋ねるはがきを，調査参加の依頼書とともに，調査対象の家庭に各年度 1 月に郵送し

た。調査参加を希望する家庭より，調査参加意思を表明するはがきを返送してもらった。続いて，

調査参加を希望する家庭に調査票セット (父親・母親・ふたごそれぞれに宛てた調査票と説明文

書，返送用の封筒をまとめたもの) を各年度 2 月末に郵送し，年度末までの回答を求めた。回答

済みの調査票は，調査票セットに同封した封緘用のシールを用いて回答者以外の家族成員が見

ることの無いようにした上で，返送用の封筒を用いて返送してもらった。 

 

 



 

 

(2) 調査参加者 

2017 年度の 1 時点目の調査では，2017 年度に小学校 3 年生から中学 2 年生までの双生児がい

た 1627 家庭に調査協力依頼を送り，うち 736 家庭から調査参加意思の表明があった。うち 722

家庭 (小学 3 年生 = 117 家庭; 小学 4 年生 = 94 家庭; 小学 5 年生 = 91 家庭; 小学 6 年生 = 110

家庭; 中学 1 年生 = 236 家庭; 中学 2 年生 = 74 家庭) が 1 人以上の調査票を返送してくれた。

返送のあった件数は，ふたごである子どもが 1437 名，母親が 714 名，父親 580 名であった。 

2019 年度の 2 時点目の調査では，2019 年度に小学校 3 年生から高校 1 年生までの双生児がい

た 1698 家庭に調査協力依頼を送り，うち 791 家庭から調査参加意思の表明があった。うち 740

家庭 (小学 3 年生 = 7 家庭; 小学 4 年生 = 71家庭; 小学 5 年生 = 113 家庭; 小学 6 年生 = 92 家

庭; 中学 1 年生 = 86 家庭; 中学 2 年生 = 95家庭; 中学 3 年生 = 218 家庭; 高校 1 年生 = 58 家

庭) が 1 人以上の調査票を返送してくれた。返送のあった件数は，ふたごである子どもが 1475

名，母親が 732 名，父親 601 名であった。 

2017 年度と 2019 年度の 2 時点ともに調査に参加してくれた家庭数はのべ 543 家庭 (2017 年

時点で，小学 3 年生 = 95 家庭; 小学 4 年生 = 72 家庭; 小学 5 年生 = 66 家庭; 小学 6 年生 = 87

家庭; 中学 1 年生 = 176 家庭; 中学 2 年生 = 43 家庭) であった。543 家庭のうち一卵性双生児の

家庭数は 243 家庭 (MZ male = 117 家庭; MZ female = 126 家庭)，二卵性双生児は 300 家庭 (DZ 

male = 84 家庭; DZ female = 85 家庭; DZ opposite = 131 家庭) であった。 

 

(3) 調査内容 

A) 1 時点目 (2017 年度) 

子どもの社会情緒的コンピテンスとして，情動的知能と表情認知能力を測定した。情動的知能

は情動的知能質問紙 (小松・箱田, 2012) によって測定された。この質問紙は子どもの特性とし

ての情動的知能を子ども自身の自己報告により，12 項目・4 件法で測定する尺度であり，基礎的

なパーソナリティ特性や問題行動との関連性の検証を通じ，信頼性・妥当性が支持されている 

(Kawamoto et al., 2021)。表情認知能力は子ども版 表情認知検査 (小松・箱田, 2011) によって測

定された。この検査は他者の表情から感情を読み取る能力を 32 個の問題から測定する検査であ

る。情動的知能質問紙，子ども版 表情認知検査ともに，内的一貫性の観点からの十分な信頼性

が確認された (情動的知能質問紙 Cronbach’s α = 0.81; 表情認知検査 α = 0.89)。 

父親の養育行動は子どもが認知する父親からの養育行動の多寡と，父親自身が認知する養育

行動の多寡を，養育投資尺度 (Parental Effort Scale [PES]: Cabeza De Baca, Figueredo , & Ellis, 2012) 

によって測定した。PES は 30 項目からなる尺度で，具体的な養育投資についてその行動の多寡

を測定するものになっている。養育投資に関わる一連の研究 (e.g., Cabeza De Baca et al., 2012; 

Sotomayor-Peterson, Cabeza De Baca, Figueredo, & Smith-Castro, 2013) により PES の信頼性と妥当

性が確認されており，日本語版の作成については，本研究の研究代表者が尺度の作成者である Dr. 

Cabeza De Baca に翻訳の許可を取り，作成された。翻訳に際しては原版の英語の項目を日本語に

直したのち，翻訳者によって英語に逆翻訳し，項目内容の等価性を原著者と本研究代表者との間

で確認した。本研究における 1 時点目の，PES の内的一貫性の観点からの信頼性は十分なもので

あった (子ども回答 α = 0.93; 父親回答 α = 0.89)。 

B) 2 時点目 (2019 年度)  

1 時点目と同様の尺度・検査を用い，子どもの社会情緒的コンピテンスと養育者の養育投資量

を測定した。すべての尺度について，二時点目も十分な信頼性が確認された (情動的知能質問紙 

α = 0.80; 表情認知検査 α = 0.90; 子ども回答養育投資 α = 0.93; 父親回答養育投資 α = 0.89)。 

 

(4) 分析手法 

各変数の記述統計量を算出した後，子どもの年齢・性別の影響を統制するため，各変数の得点

を子どもの性別・年齢から予測する重回帰分析を行い，その残差得点を取り出した。残差得点は

全サンプルの平均値と標準偏差によって標準化された。その後，各変数について単変量の遺伝分

析を行い，遺伝率の推定を行った。つづいて，一時点目の養育投資量，一時点目の情動的知能 (ま

たは，表情認知能力)，二時点目の情動的知能 (表情認知能力) の 3 変数を用い，3 変量コレスキ

ーモデル (図 1 を参照) による遺伝分析を行った。 

 

 

４．研究成果 

 単変量の遺伝分析を行った結果，1 時点目・2 時点目の情動的知能，および 1 時点目の表情認

知能力について，統計的に有意な遺伝要因の効果が確認された。各変数の詳細な遺伝要因，共有

環境要因，非共有環境要因による説明率は，表 1 に示した。 

 



 

 

図 1. 3 変量コレスキーモデル 

注. 表情認知能力については図中の情動的知能の箇所に表情認知能力を入れたモデルを用いた。 

 

 

表 1. 単変量遺伝分析の結果 

変数 A C E h2 

父親の養育投資 0.21 0.71*** 0.67*** 0.04 

情動的知能 (1 時点目) 0.62*** 0.00 0.79*** 0.38*** 

情動的知能 (2 時点目) 0.64*** 0.00 0.77*** 0.41*** 

表情認知能力 (1 時点目) 0.52*** 0.00 0.86*** 0.27*** 

表情認知能力 (2 時点目) 0.34 0.46*** 0.82*** 0.12 

注. 値は全て標準化推定値。*** p < 0.001, ** p < 0.01, * p < 0.05。 

 

 

 つづいて，3 変量コレスキーモデル (図 1 を参照) による遺伝分析を行った。3 変数全てにつ

いて遺伝要因，共有環境要因，非共有環境要因の 3 つを仮定したモデルはあてはまりが悪かった

ため，単変量遺伝分析の結果に基づき，父親の養育投資における遺伝要因を除いたモデルを用い，

分析を行った。その結果，情動的知能および表情認知能力の双方ともに，1 時点目の父親の養育

投資量の背後にある共有環境要因と非共有環境要因が，2 時点目の情動的知能および表情認知能

力に対して統計的に有意な影響を与えていることが示された (表 2・3を参照)。以上のことから，

父親という母親以外の養育の担い手が行う養育行動の多寡が，子どもの社会情緒的なコンピテ

ンスと環境要因を介して関連していることが示されたといえる。そして，その関連性は 2年間と

いう時間が経ても統計的に有意な形で確認された。この知見は，家庭内で行われる父親による養

育行動の適応的な機能性を支持するものと言えるだろう。 

 

 

表 2. 父親の養育投資と情動的知能 (1・2 時点目) の 3 変数によるコレスキーモデルの結果 

 1: 父親の養育投資  2: 情動的知能 (1 時点目)  3: 情動的知能 (2 時点目) 

 C E  A C E  A C E 

1 0.76*** 0.66***         

2 0.23*** 0.17***  0.46*** 0.35*** 0.76***     

3 0.20*** 0.12**  0.31*** 0.32*** 0.15***  0.27* 0.23* 0.78*** 

注. 値は全て標準化推定値。*** p < 0.001, ** p < 0.01, * p < 0.05。 



 

 

 

 

表 3. 父親の養育投資と表情認知能力 (1・2時点目) の 3 変数によるコレスキーモデルの結果 

 1: 父親の養育投資  2: 表情認知能力 (1 時点目)  3: 表情認知能力(2 時点目) 

 C E  A C E  A C E 

1 0.77*** 0.64***         

2 0.24*** 0.16***  0.42*** 0.37*** 0.78***     

3 0.33*** 0.05  0.29*** 0.35*** 0.14***  0.26*** 0.26*** 0.73*** 

注. 値は全て標準化推定値。*** p < 0.001。 

 

 

本研究の結果から，子どもの社会情緒的コンピテンスの発達に対し，家庭内の母親以外の養育

の担い手が行う養育投資が，環境要因として影響しうることが示唆された。これまでの研究にお

いて，父親をはじめとする母親以外の養育の担い手が行う養育の効果を定量的に検証したもの

は少なく，得られた知見は新規性のあるものと言える。また，父親が行う養育行動が子どもの社

会情緒的コンピテンスにポジティブな影響を与えうるという知見は，今後の父親の子育てへの

積極的な参加を促す際のエビデンスとして利用することができるだろう。わが国では他の先進

諸国と比して父親の子育てへの参加が乏しく，社会問題となっている。本研究知見は，父親の子

育てが「役に立つ」ということを示すものであり，現に子育てをしている家庭にとってはポジテ

ィブなメッセージとなるのではないだろうか。 

その一方で，本研究はいくつかの限界点を有している。まずは，情動的知能が自己報告式の質

問紙で測定されていること，また同じく父親の養育投資投資量も観察データではなく，あくまで

も主観的なレベルのものに過ぎない。今後，この知見をより一般化していくうえで，測定方法を

変えても知見が再現されるかを検討していく必要があるだろう。また，本研究は 2 年間という比

較的短い期間での 2 時点の短期縦断調査となっている。子どもの社会情緒的コンピテンスの発

達というアウトカムを捉える上では，より長期の，かつより測定時点数の多い調査データが必要

となる。この調査は今後も継続していく予定であるため，今後のデータの蓄積からより詳細な結

果が明らかとなるだろう。最後に，母親以外の養育の担い手として，本研究は父親にしか焦点が

当てられなかった。これは予算内で調査を行うために，3 世代での調査を断念せざるを得なかっ

たためである。今後，祖父母やおじ・おばといった血縁ネットワーク内の人によるアロペアレン

ティングの効果も実証的に検討していく必要があるだろう。 
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